
安全で安心して暮らせるまち

施策１－１ 危機管理体制の充実

施策１－２ 総合治水対策の強化

施策１－３ 災害に強い建築物や公共施設の整備

施策１－４ 生活安全の推進

施策１－５ 消防体制の強化

第十二次基本計画　実施計画（目的指向体系表）

政策目標１



第十二次基本計画実施計画（目的指向体系表）

1

1

※

　
　
年
度
評
価

以上

R
8

0204

15

評　価

0202

0203

15回
実績値0204

県や気象台などが実施
する研修会への参加

県や気象台などが実
施する研修会への参
加

R7 目標値 15 15 15

0201

危機対
策課98.2%

実績値

評　価

100 100 100 100 100
％

15
回 危機対

策課

0203
各種防災訓練及び防災
講話の実施

自主防災組織におけ
る地域で行われる防

災訓練の実施率

R7 目標値

危機対
策課10回

実績値

評　価

15 15 15 15 15
回

実績値

評　価

１ １ 1 1 1
回

以上

R10 R11 R12 単位 担当課

0201
美しい伊豆創造セン
ターと連携した防災研
修

美しい伊豆創造セン
ターと連携した防災

研修開催回数

R7 目標値

0.0% 0.0% 0.0%

主な内容 管理指標 基準値 R8 R9

以上

0202 防災講演会の実施 防災講座の実施回数

R7 目標値

危機対
策課１回

4 4 4

達成数 0 0 0 0 002 防災意識及び知識の向上 達成状況

指標数 4 4

達成率 0.0% 0.0%

年
度
評
価

R
8

0101

0102

以上

1 1 1 1
事業 危機対

策課
0102

海抜表示や避難方向誘
導サインの設置及び更
新

津波避難標識設置に
伴う新規事業数

R7 目標値 1

１事業
実績値

評　価

評　価

目標値 39 40 41 42 43

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0101
津波避難協力ビルの新
規指定

津波避難協力ビル
の指定数

R7

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

以上

棟 危機対
策課38棟

実績値

2 2 2 2

達成数 0 0 0 0 0

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

01
津波避難困難地区の解消に向けた体
制整備

達成状況

指標数 2

24 24 基本的な取
組・主な内
容の達成状
況

達成数 0 0 0 0 0

達成率

２　基本的な取組（２桁コード）・主な内容（４桁コード）

指標数 24 24 24

成果
指標

発災時の人的被害者数

基準値 R8

R
8
年
度

( 実 績 評 価 ) ・

(次年度修正点) ・

人 危機対
策課0人

実績値

R6 目標値 0 0 0 0

R9 R10 R11 R12 単位 担当課

評　価

達成数 0 0 0 0 0１　成果指標（ＫＰＩ）

指標数 1 1 1 1 1

0.0% 0.0%達成率 0.0% 0.0% 0.0%
目指す姿

市民、観光客等が、自然災害等により死傷しない 達成数 0 0 0 0 0

R12

施策分野 危機管理体制の充実 指標数 25 25 25 25 25

担当課 危機対策課・水道課・下水道課・社会福祉課・建設課 施策1－1の全指標達成率

政策目標 安全で安心して暮らせるまち 年度 R8 R9 R10 R11

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0

目標値
の

考え方

大規模自然災害時における人命の保護を最優先とし、事前防災対策を推進していくため、発災時の人的被害者数を０人
に設定する。



第十二次基本計画実施計画（目的指向体系表）

％ 危機対
策課

単位 担当課

0701
主な防災情報を多言語
化したテンプレートの
事前作成

多言語対応した防
災情報の作成率

— 目標値 100

0.0% 0.0%

主な内容 管理指標 基準値 R8 R9 R10

—
※1

実績値

評　価

100 100 100 100

R
8

以上

0502

危機対
策課64件

実績値

評　価

100 100 100 100 100
件

年
度
評
価

0502
感震ブレーカー設置費
補助事業の推進

感震ブレーカー設置
費補助事業の申請数

R7 目標値

年
度
評
価

％
100

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

以上

R
8

0301

危機対
策課１回

実績値

評　価

１ 1 1 1 1
回

0301
受入先市町への避難訓
練

受入先市町への避
難訓練

R７ 目標値

0.0% 0.0% 0.0%

主な内容 管理指標 基準値 R8 R9

0 0 003 火山災害広域避難訓練の実施 達成状況

指標数 1 1

達成率 0.0% 0.0%

R10 R11 R12 単位 担当課

0 0達成状況

指標数 1

R11 R12

0.0% 0.0%

※1　令和8年度からの新たな取組のため基準値を—とした。

年

度

評

価

R
8

0701

　
年
度
評
価

R
8

0601

0602

1

達成数 0 0 0

評　価

13,200 14,400 15,600 16,800 18,000
人

07 防災情報の多言語化
1 1 1

達成率 0.0%

実績値

評　価

100 100 100 100 100
％

以上

危機対
策課12,046

人

実績値

R10 R11 R12 単位 担当課

0601 同報無線設備の整備
同報無線屋外拡声

子局の充足率

R7 目標値

0.0% 0.0% 0.0%

主な内容 管理指標 基準値 R8 R9

0602
メールマガジン及び市
公式LINEの登録推進

LINE登録者数 （防
災情報）登録者数

R7 目標値

危機対
策課100％

2 2 2

達成数 0 0 0 0 006 情報伝達体制の多重化 達成状況

指標数 2 2

達成率 0.0% 0.0%

年
度
評
価

0501

危機対
策課100％

実績値

評　価

目標値 100 100 100 100

0501
自主防災組織への防災
資機材の交付

自主防災組織の防
災資機材充足率

R7

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

達成数 0 0 0 0 005 地域防災力の強化 達成状況

指標数 2 2 2 2 2

R
8

0401

0402

以上

1 1 1 1
回 危機対

策課
0402 避難所の環境整備

避難所運営訓練の
実施回数

R7 目標値 1

１回
実績値

評　価

実績値

評　価

目標値 １０万 １０万 １０万 １０万 １０万

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0401
避難生活用食糧及び防
災資機材の備蓄

市の緊急物資（食
料）の備蓄量（約
10万食を維持）

R7

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

以上

食 危機対
策課10万食

2 2 2

達成数 0 0 0 0 004 防災拠点施設の環境整備 達成状況

指標数 2 2

1 1 1

達成数 0 0



第十二次基本計画実施計画（目的指向体系表）

R
8

1101

３か所
実績値

評　価

か所 危機対
策課

以上

R11 R12 単位 担当課

1101
災害時協力井戸の登録
推進

災害時協力井戸の
登録件数

R7 目標値 6

主な内容 管理指標 基準値 R8 R9 R10

9 12 15 17

年

度

評

価

以上

R
8

0903

評　価

1 1

達成数 0 0 0 0 0災害時に利用できる井戸の整備 達成状況

指標数 1 1 1

達成率 0.0% 0.0% 0.0%

0903 個別避難計画の作成
個別避難計画完成

済者数

R6 目標値 200 300 400 500 600
人

0902 要支援者の実情把握

1 1
団体

１団体
実績値

11
0.0% 0.0%

以上

年
度
評
価

R
8

1001

1002

評　価

下水道
課

以上

R6 目標値 1 1 1

水道課
７団体

実績値

評　価

7 7R7 目標値
団体

水道課
237品目

実績値

評　価

237 237 237 237 237
品目

R10 R11 R12 単位 担当課

以上

1001
緊急時における配管材
等の資材の確保

備蓄資材の品目数

R7 目標値

0.0% 0.0% 0.0%

主な内容 管理指標 基準値 R8 R9

7 7 7

1002 応援協力体制の強化
他事業体との協定

の締結

　
年
度
評
価

0901

0902

3 3 3

達成数 0 0 0 0 010
上下水道施設に係る災害・事故時に
迅速に対応できる体制づくり

達成状況

指標数 3 3

達成率 0.0% 0.0%

避難行動要支援者名
簿を活用した対象者

の実情把握(率)

R6 目標値 100

100%
実績値

評　価

社会福
祉課18人

実績値

評　価

目標値 100 100 100 100 100

100
％ 社会福

祉課

100 100 100

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0901
避難行動要支援者名簿
の配付

民生委員児童委員
への名簿の配付率

R6

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

％ 社会福
祉課100%

実績値

２回
実績値

3 3 3

達成数 0 0 0 0 009
避難行動要支援者避難支援計画の充
実

達成状況

指標数 3 3

年
度
評
価

担当課基準値 R8

R7

R
8

0801

以上

主な内容 管理指標

0801
宿泊施設等との災害協
定による協力体制の強
化

災害時相互応援協定
の実効性を高める協

議回数

回 危機対
策課

評　価

目標値 2 2 2 2 2

R9 R10 R11 R12 単位

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

達成数 0 0 0 0 008 帰宅困難者対策の整備 達成状況

指標数 1 1 1 1 1



第十二次基本計画実施計画（目的指向体系表）

R7

R
8

1301

以上

回
建設課

1回
実績値

評　価

目標値 1 1 1 11

1 1

達成数 0 0 0 0 0

主な内容 管理指標

1301
中伊豆バイパスの整備や亀石ト
ンネル新設について国・県への
働きかけ

要望等回数

年
度
評
価

達成状況

指標数 1 1 1

２ ２ ２ 2 2

R9 R10 R11 R12 担当課基準値 R8 単位

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
13 緊急輸送路の早期啓開施策の推進

回

R
8

1201

達成率 0.0%

評　価

R10 R11 R12 単位 担当課

1201
民間事業者の技術的支
援等を活用した実働訓
練の実施

実働訓練の実施回
数

R6 目標値

主な内容 管理指標 基準値 R8 R9

以上

危機対
策課1回

実績値

1 1 1

達成数 0 0 0 0 012 協定締結先との連携強化 達成状況

指標数 1 1

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

年
度
評
価



第十二次基本計画実施計画（目的指向体系表）

1

2

１

２

※

 
 
年
度
評
価 0104

0105

県事業の実施回数

R6 目標値 1

1回
実績値

以上

0105

R
8

0101

0102

0103

国・県への要望活動の
推進

評　価

1

建設課

1 1 1
回

0104
事業における地域住民
との調整

県事業における地
元住民の調整件数

R6 目標値 1

１件
実績値

評　価

100 100 100
%

建設課

以上

1 1 1 1
件

11
河川

建設課0103
河川等の補修に関する
市民要望への迅速かつ
的確な対応

修繕等の処理率（地域
応急処理事業）

R6 目標値 100

100％
実績値

評　価

100

建設課0102
時間雨量50mmに対応
できる河川及び水路の
計画的な整備

整備河川数
（累計）

R6 目標値 7

6河川
実績値

評　価 以上

8 9 10

100％
実績値

評　価

目標値 100 100 100 100 100

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0101
雨天時における河川の
流水能力・危険箇所の
把握

大雨後のパトロー
ルの実施率

R6
%

建設課

01
河川及び水路の整備促進及び維持
管理

達成状況

指標数 5 5 5 5 5

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

達成数 0 0 0 0 0

２　基本的な取組（２桁コード）・主な内容（４桁コード）

指標数 12 12 12 12 12 基本的な取
組・主な内
容の達成状
況

達成数 0 0 0 0 0

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

R
8
年
度

( 実 績 評 価 ) ・

(次年度修正点) ・

( 実 績 評 価 ) ・

(次年度修正点) ・

目標値
の

考え方

急傾斜地崩壊危険区域指定の促進、事業における地域住民との調整を行い、県へ要望する箇所数を１か所以上とする。

評　価 以上

成果
指標
２

38 39
か所

建設課
34か所

実績値

急傾斜地崩壊危険区域指定の総指
定箇所数

基準値 R8 R9

R６ 目標値 35 36 37

R10 R11 R12 単位 担当課

目標値
の

考え方

雨天時における河川の流下能力・危険箇所の把握、時間雨量50mmに対応できる河川及び水路の計画的な整備、河川等
の補修に関する市民要望を迅速かつ的確に対応し、被害を防ぐ。

評　価

件
建設課

０件
実績値

R６ 目標値 0 0 0 0成果
指標
１

河川が溢れる件数

基準値 R8 R9 R10 R11 R12 単位 担当課

0

達成数 0 0 0 0 0１　成果指標（ＫＰＩ）

指標数 2 2 2 2 2

0.0% 0.0%

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

目指す姿
達成率 0.0% 0.0% 0.0%

市域で水害や土砂災害が発生しない 達成数 0 0 0 0 0

施策分野 総合治水対策の強化 指標数 14 14 14 14 14

担当課 建設課・危機対策課・産業課 施策1－2の全指標達成率

政策目標 安全で安心して暮らせるまち 年度 R8 R9 R10 R11 R12



第十二次基本計画実施計画（目的指向体系表）

年
度
評
価

　
年
度
評
価

R
8

0401

0402

0403

1 1 1
件

1
件

産業課0403 国・県への働きかけ 静岡県への要望件数

R6 目標値 1

年1件
実績値

評　価 以上

1

産業課0402
事業における地元住民
との調整

静岡県事業におけ
る地元住民との調

整件数

R6 目標値 1

年1件
実績値

評　価 以上

1 1 1

産業課
年1回

実績値

評　価

目標値 1 1 1 1 1

0

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0401 危険箇所の把握 山林パトロール

R6

以上

回

04 山林の機能保全の促進 達成状況

指標数 3

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

3 3 3 3

達成数 0 0 0 0

年
度
評
価

R
8

0301

100％
実績値

評　価

目標値 100 100 100 100 100

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0301

新たに土砂災害警戒区域
に指定された地域住民へ
のハザードマップの作成
及び配布並びに活用

新たに土砂災害警戒
区域に指定された地
域住民へのハザード

マップの配布率

R7
％ 危機対

策課

0.0% 0.0% 0.0%

1 1 1

達成数 0 0 0 0 003 風水害時危険箇所の周知 達成状況

指標数 1 1

達成率 0.0% 0.0%

0202

0203

以上

R
8

0201

建設課
１回

実績値

以上

0203
国・県への要望活動の
推進

県事業の実施回数

R6 目標値

評　価

1 1 1 1 1
回

以上

0202
事業における地域住民
との調整

県事業における地
元住民の調整件数

R6 目標値

建設課
１件

実績値

評　価

1 1 1 1 1
件

単位 担当課

0201
急傾斜地崩壊危険区域
指定の促進

県による年間指定
箇所数(累計)

R6 目標値

建設課
0か所

実績値

評　価

1 1 2 2 3
か所

0.0% 0.0% 0.0%

主な内容 管理指標 基準値 R8 R9

02
砂防及び急傾斜地崩壊防止事業の
促進

達成状況

達成率 0.0% 0.0%

R10 R11 R12

3 3 3

達成数 0 0 0 0 0

指標数 3 3



第十二次基本計画実施計画（目的指向体系表）

1

3

１

２

３

※

※2　第十二次基本計画からの新規指標のため基準値を—とした。

公共施設の廃止又は
除却の件数

評　価 以上

１ １ １
件

１

評　価

年
度
評
価

R
8

0101

0102

廃止を決定した建築物
の解体

0102
資産経
営課

達成数 0 0 0 0 0

％

R6 目標値 １

単位

目標値 100 100 100 100 100

－
※２

実績値

担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0101
旧耐震基準で建設された市有建
築物で、継続活用を決定した建
築物の耐震化

継続活用を決定した建
築物の耐震化率

R7

R9 R10 R11 R12

１件
実績値

危機対
策課

２　基本的な取組（２桁コード）・主な内容（４桁コード）

01
旧耐震基準で建設された市有建築
物存続についての検討

達成状況

指標数 2 2 2 2 2

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

10 基本的な取
組・主な内
容の達成状
況

達成数 0 0 0 0 0

達成率 0.0%

指標数 10 10 10 10

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

・

(次年度修正点) ・

基準値 R8 R9

R６

R
8
年
度

( 実 績 評 価 ) ・

(次年度修正点) ・

( 実 績 評 価 ) ・

(次年度修正点) ・

( 実 績 評 価 )

単位 担当課

88 88.5
% 建築住

宅課

目標値
の

考え方

第十一次基本計画に基づく耐震化率の推移（令和３年～令和７年）から、各年約０．５％の上昇が確認できたことか
ら、引き続き年０．５％以上の耐震化率の向上を目標とし、目標値を８８．５％と設定する。

評　価 以上

成果
指標
3

民間住宅の耐震化率
85.1%

実績値

目標値 86.5 87 87.5

R６ 目標値 8

評　価

8 9

R10 R11 R12 単位 担当課

R10 R11 R12

か所
建設課

８か所

目標値
の

考え方

白石防波堤延伸事業を含めた伊東港における、港湾整備を港湾施設管理（静岡県）に要望した実施箇所数（継続事業含
む）を基準値（８か所以上）を継続する。

実績値

以上

成果
指標
２

港湾施設の整備要望の実施箇所数
（累計）

基準値 R8 R9

9 10

94.0%
実績値

目標値
の

考え方

「伊東市が所有する公共建築物の耐震化計画」に基づき、計画的な耐震化を進め、地震災害時における建物の倒壊等に
よる人的被害を防ぐため、市有建築物の耐震化率を100％に設定する。

評　価

成果
指標
１

市有建築物の耐震化率

基準値 R8 R9 R10 R11 R12

% 危機対
策課

達成率

単位 担当課

100100 100 100

0.0% 0.0% 0.0%

R６ 目標値 100

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0 00 0 0

0.0%

達成率

指標数 3 3 3 3 3

達成数 0 0 0 0 0１　成果指標（ＫＰＩ）

0.0%

担当課 危機対策課・水道課・下水道課・建設課・建築住宅課・産業課 施策1－3の全指標達成率

政策目標 安全で安心して暮らせるまち 年度 R8 R9 R10 R11 R12

施策分野 災害に強い建築物や公共施設の整備 指標数 13 13 13 13 13

目指す姿
建築物の耐震性等の安全性が確保されている 達成数



第十二次基本計画実施計画（目的指向体系表）

年
度
評
価

以上

年
度
評
価

R
8

0501

0502

建築住
宅課62件

実績値

回

評　価

62 62 62 62 62
件

以上

単位 担当課

0501

昭和56年５月以前に建築
された木造住宅を対象と
した「耐震性向上の必要
性」の啓発

個別訪問の実施回数

R3～R7
（平均値） 目標値

0502
補助制度を活用した無
料耐震診断及び耐震補
強工事の推進

耐震診断件数及び
補強工事件数

R7 目標値

建築住
宅課

11回
実績値

評　価

11 11

0.0% 0.0% 0.0%

主な内容 管理指標 基準値 R8 R9

05
既存木造住宅の無料耐震診断及び
耐震補強工事の推進

達成状況

達成率 0.0% 0.0%

R10 R11 R12

11 11 11

2 2 2

達成数 0 0 0 0 0

指標数 2 2

評　価

下水道課
0.2㎞/年

実績値

以上

R
8

0401

以上

R６ 目標値 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2
㎞/年

単位 担当課

0401
計画的な施設の更新
（耐震化）事業の実施

更新距離数

R6 目標値

水道課2.0km/
年

実績値

評　価

2.0 2.0 2.0 2.0 2.0
㎞/年

0.0% 0.0% 0.0%

主な内容 管理指標 基準値 R8 R9

04
上下水道管路更新（耐震化）事業
の推進

達成状況

達成率 0.0% 0.0%

R10 R11 R12

2 2 2

達成数 0 0 0 0 0

指標数 2 2

年
度
評
価

R
8

0301

1件
実績値

評　価

目標値 － － － － 1

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0301
機能保全計画に基づく
施設維持管理の実施

老朽化施設の整備
件数

R5

以上

件
産業課

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1 1 1

達成数 0 0 0 0 003 漁港機能維持のための整備推進 達成状況

指標数 1 1

1 1
回

0202

0203

以上

以上

0203
港湾整備のための国・
県への働きかけ

要望等回数

R6 目標値

　
年
度
評
価

R
8

0201

建設課
1回

実績値

評　価

1 1 1

以上

0202 港湾施設改修事業 改修箇所数

R6 目標値

建設課
5か所

実績値

評　価

5 5 5 5 5
か所

単位 担当課

0201 白石防波堤延伸事業 年度別進捗率

R6 目標値

建設課
50%

実績値

評　価

50.0 62.5 75.0 87.5 100.0
％

0.0% 0.0% 0.0%

主な内容 管理指標 基準値 R8 R9

02
緊急避難路や輸送路の確保のため
の港湾整備の推進

達成状況

達成率 0.0% 0.0%

R10 R11 R12

3 3 3

達成数 0 0 0 0 0

指標数 3 3



第十二次基本計画実施計画（目的指向体系表）

1

4

１

２

※

　
年
度
評
価

0103

R
8

0101 　

0102

0103
同報無線によるサギ電
話等の注意喚起

同報無線の発信回数

目標値 12

以上

オレオレ詐欺撲滅
キャンペーンの開

催回数

R7 目標値 12

12回
実績値

評　価

※３　令和8年度からの新たな取組のため基準値を—とした。

危機対
策課—

※３

実績値

評　価

12 12 12

目標値 ３ ３ ３ ３ ３

以上

12 12 12 12
回 危機対

策課
0102

年金支給日におけるオ
レオレ詐欺撲滅キャン
ペーンの推進

12
回

評　価

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0101
防犯用電話自動応答録
音機の貸出情報の発信

防犯用電話自動応
答録音機の新規貸

出台数

R6

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

以上

台 危機対
策課１台

実績値

達成数 0 0 0 0 0

0.0%

01
特殊詐欺に対する社会的認知度の
向上

達成状況

指標数 3 3 3 3 3

0 0 0 0 0

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

２　基本的な取組（２桁コード）・主な内容（４桁コード）

指標数 17 17 17 17 17 基本的な取
組・主な内
容の達成状
況

達成数

R
8
年
度

( 実 績 評 価 ) ・

(次年度修正点) ・

( 実 績 評 価 ) ・

(次年度修正点) ・

目標値
の

考え方

市内における人身交通事故発生件数は、令和6年実績225件であり、過去10年において、56％と減少している。しか
し、各年における減少率には差があるため、直近3年間の平均減少率を計算し、各年5％程度減少を見込む中で、令和
12年160件とする。

評　価 以下

160
件 危機対

策課225件
実績値

R６ 目標値 200 190 180

R10 R11 R12 単位 担当課
成果
指標
２

市内における人身交通事故発生件
数（暦年）

基準値 R8 R9

目標値
の

考え方

市内における刑法犯認知件数は、令和6年実績241件であり、過去10年において、33.9％と減少している。しかし、各
年における減少率には差があるため、直近３年間の平均減少率を計算をすると、各年5％程度減少を見込む中で、令和
12年180件とする。

評　価 以下

成果
指標
１

市内における刑法犯認知件数（暦
年）

170

241件
実績値

R６ 目標値 220 210 200

R10 R11 R12 単位 担当課基準値 R8 R9

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

達成数 0 0 0 0 0

190 180
件 危機対

策課

指標数 2 2 2 2 2

0.0%達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

達成率 0.0%

担当課 危機対策課・市民課 施策1－4の全指標達成率

政策目標 安全で安心して暮らせるまち 年度 R8 R9 R10 R11

目指す姿
市民等が交通事故や犯罪が少なく、安心して暮ら
すことができる

達成数 0 0 0 0 0

R12

施策分野 生活安全の推進 指標数 19 19 19 19 19

１　成果指標（ＫＰＩ）



第十二次基本計画実施計画（目的指向体系表）

以上

台
0205

街頭防犯カメラ設置補
助事業の促進

防犯カメラ設置台数

R7

評　価

目標値 300

250人
実績値

メルマガ等による定期
的な情報発信

18 18 18 18

350

R
8

　
　
年
度
評
価

0304

R
8

0301

0302

0303

以上

1 1 1 1
回 危機対

策課
0304 通学路点検事業の補助

通学路点検事業の
実施回数

R6 目標値 1

1回
実績値

評　価

以上

1 1 1 1
回 危機対

策課
0303 ピカッと作戦の推進

ピカッと作戦事業
の実施回数

R6 目標値 1

1回
実績値

評　価

以上

200 200 200 200
回 危機対

策課
0302

交通安全指導員による
交通指導

交通安全教室等の
交通安全指導の実

施回数

R6 目標値 200

196回
実績値

評　価

％ 危機対
策課71.4％

実績値

評　価

目標値 100 100 100 100 100

　
　
　
　
　
年
度
評
価

0201

0202

0203

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0301
交通指導員による交通
指導

市内小学校への配
置率

R6

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

4 4 4

達成数 0 0 0 0 0

※４　令和７年度に各区長に対して実施した調査による設置希望台数

03 歩行者の安全確保 達成状況

指標数 4 4

400

0204

0205

0203

危機対
策課20台

※４

実績値

評　価

目標値

以上

20 20 20 20 20

以上

以上

325 375

1 1 1

人 危機対
策課

0204
全国地域安全運動期間
中の防犯啓発事業の充
実

安全・安心フェア
の市民来場者数

R6

危機対
策課

0202
不審者対応訓練等の訓
練補助

不審者対応訓練の
実施回数

R4 目標値 1

1回
実績値

評　価

回 危機対
策課

回

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0201
青色防犯パトロールの
充実

青色防犯合同パト
ロール実施回数

R6

防犯啓発に関する
メールマガジンの発

信回数

R7 目標値 18

18回
実績値

評　価

評　価

1

以上

回 危機対
策課8回

実績値

達成数 0 0 0 0 002

目標値 12 12 12 12 12

犯罪のない環境づくりの促進 達成状況

指標数 5 5 5 5 5

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
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年
度
評
価

以上

0502

以上

0501

0503

R
8

回
市民課

100回
実績値

評　価

目標値 102 104 106 108 110

0503
消費生活特別講座の開
催等の啓発活動の充実

啓発活動の実施回数

R6

四季の交通安全運動に
おける交通安全啓発事
業の充実

四季の交通安全運動期
間中における交通安全
啓発に関するメールマ

ガジンの発信回数

実績値

評　価

目標値 26 26 26

2

担当課

2 2

3

達成数 0 0 0 0 0

26 26

R9 R10 R11R8 R12 単位

4 4

0501 消費生活相談の強化
消費生活相談員向け研

修会の受講回数

R6

回
市民課0502

高齢者の見守り体制の
構築

消費者安全確保地域協
議会の開催回数

R7 目標値 2

1回
実績値

評　価

以上

2

回
市民課

26回

05
消費者被害防止対策及び正しい消
費行動の推進

達成状況

指標数 3 3 3 3

年
度
評
価

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

主な内容 管理指標 基準値

評　価

R
8

0401

0402

以上

危機対
策課

0402
回

実績値

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0401
高齢者運転免許証自主
返納支援事業の促進

高齢者運転免許証
自主返納者数

R6

4

4回

評　価

目標値

R6 目標値 4 4

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

以上

人 危機対
策課274人

実績値

達成数 0 0 0 0 0

275 300 325 350 375

04
交通事故を発生させない環境づく
り

達成状況

指標数 2 2 2 2 2



第十二次基本計画実施計画（目的指向体系表）

1

5

１ ・

２ ・

３

4

※

0101

0102

年
度
評
価

R
8

43か所
実績値

評　価

目標値 44 45 46 47 48

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0101
消防団協力事業所登録
制度の周知

登録事業所数

R7

以上

か所 危機対
策課

２　基本的な取組（２桁コード）・主な内容（４桁コード）

達成率 0% 0% 0% 0% 0%

達成数 0 0 0 0 001 消防団員の確保 達成状況

指標数 2 2 2 2 2

8 基本的な取
組・主な内
容の達成状
況

達成数 0 0 0 0 0

達成率 0%

指標数 8 8 8 8

0% 0% 0% 0%

目標値
の

考え方

消防水利不足解消を図るため、未整備地区に消防水利を整備することを目標に、消防水利充足率を89％以上とする。

R
8
年
度

( 実 績 評 価 )

(次年度修正点) ・

(次年度修正点) ・

( 実 績 評 価 ) ・

(次年度修正点) ・

( 実 績 評 価 )

(次年度修正点) ・

( 実 績 評 価 ) ・

評　価 以上

R６ 目標値 85.8 86.6 87.4

R9 R10 R11 R12 単位 担当課

88.2 89.0
% 危機対

策課83.6%
実績値

目標値
の

考え方

火災予防広報の実施及び火災発生時での迅速な対応を目標に、夜警実施率を100％に設定する。

成果
指標
4

消防水利充足率

基準値 R8

評　価

R６ 目標値 100 100 100

R9 R10 R11 R12 単位 担当課

100 100
% 危機対

策課100％
実績値

目標値
の

考え方

災害活動・消防団活動を安全に実施することを目標に、公務災害発生件数を０に設定する。

成果
指標
3

夜警の実施率

基準値 R8

評　価

R６ 目標値 0 0 0

R9 R10 R11 R12 単位 担当課

0 0
件 危機対

策課3件
実績値

目標値
の

考え方

災害等発生時に市民の生命・財産を守る消防活動を安全かつ円滑に実施するため、消防団員充足率を100％に設定す
る。

評　価

成果
指標
２

公務災害件数

基準値 R8

97.5%
実績値

成果
指標
１

消防団員充足率＜4月1日時点＞
100

% 危機対
策課

単位 担当課

R7 目標値 100 100 100 100

R10 R11 R12基準値 R8 R9

１　成果指標（ＫＰＩ）

指標数 4 4 4 4 4

達成数 0 0 0 0 0

達成率 0.0% 0.0% 0.0%

達成率 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0% 0.0%

目指す姿
市民が火災を始めとする災害から守られ安心して
暮らすことができる

達成数 0 0 0 0 0

施策分野 消防体制の強化（消防団体制の強化・消防水利の充実） 指標数 12 12 12 12 12

担当課 危機対策課 施策1－5の全指標達成率

政策目標 安全で安心して暮らせるまち 年度 R8 R9 R10 R11 R12

0102
機能別消防団員制度の
周知

広報活動の実施回数

R7 目標値 3 3 3 3 3
回 危機対

策課３回
実績値

評　価 以上



第十二次基本計画実施計画（目的指向体系表）

年
度
評
価

R
8

0501

以上評　価

※５　令和８年度からの新たな取組のため基準値を—とした。

単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0501
現役消防団員、消防団
OB、行政区などと消
防団再編について協議

再編会議の実施回数

—
回 危機対

策課
—

※５

実績値

3 3 3目標値 3

R9 R10 R11 R12

0% 0% 0% 0% 0%

3

1 1 1

05 消防団組織の再編に向けた協議 達成状況

指標数 1 1

達成率

達成数 0 0 0 0 0

年
度
評
価

R
8

0401

54か所
実績値

評　価

目標値 55 56 57 58 59

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0401
ありがとう消防団応援
事業所の登録数増加

登録事業所数

R7

以上

か所 危機対
策課

04 消防団への入団意欲の増強 達成状況

指標数 1 1 1

達成率 0% 0% 0% 0% 0%

1 1

達成数 0 0 0 0 0

年
度
評
価

R
8

0301

１１基
実績値

評　価

目標値 13 13 13 13 13

R9 R10 R11 R12 単位 担当課主な内容 管理指標 基準値 R8

0301

消防水利希薄地域への消
火栓の新設及び耐震性貯
水槽の計画的な建設や耐
用年数が経過し老朽化し
た防火水槽の更新

消火栓及び耐震性貯
水槽の年間整備数

R6

以上

基 危機対
策課

年
度
評
価

03 消防水利の充実強化 達成状況

指標数 1

0

達成率 0% 0% 0% 0% 0%

1 1 1 1

達成数 0 0 0 0

R
8

0201

0202

危機対
策課5人

実績値

0203

以上

以上

0203
準中型等自動車免許取
得費補助金制度の周知

免許取得者数

R7 目標値

評　価

6 6 6 6 6
人

0202
常備消防との合同訓練
等の実施

訓練の実施回数

R7 目標値
危機対
策課5回

実績値

評　価

3 3 3 3 3
回

単位 担当課

0201
消防ポンプ車・安全装
備品等の更新

安全装備品整備率

R7 目標値
危機対
策課100％

実績値

評　価

100 100 100 100 100
％

主な内容 管理指標 基準値 R8 R9

02 消防団員の活動環境の整備・向上 達成状況

達成率 0.0% 0.0%

3 3 3

達成数 0 0 0 0 0

指標数 3 3

0.0% 0.0% 0.0%

R10 R11 R12


